
一
、
は
じ
め
に

『
琴
歌
譜
』
は
、
そ
の
発
見
か
ら
今
年
（
二
〇
二
四
年
）
で
満
一
〇
〇
年

を
迎
え
る
が
、『
古
事
記
』、『
日
本
書
紀
』、『
万
葉
集
』
に
比
べ
れ
ば
ま
だ

ま
だ
先
行
研
究
も
少
な
く
、
一
般
的
な
認
知
度
も
決
し
て
高
い
と
は
言
え
な

い
。
発
見
さ
れ
た
写
本
（
現
在
ま
で
に
発
見
さ
れ
て
い
る
写
本
は
一
本
の

み
）
は
奥
書
に
「
天
元
四
年
」（
九
八
一
年
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
〇
世

紀
後
半
の
書
写
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
原
本
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
主

に
以
下
の
諸
説
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
確
定
は
難
し
い
。

１
、
平
安
朝
初
期
頃
説
…
…
神
野
富
一
「
琴
歌
譜
の
『
原
テ
キ
ス
ト
』
成

（
�
）

立
論
」

２
、
弘
仁
初
年
説
…
…
土
橋
寛
「
陽
明
文
庫
所
蔵
古
歌
謡
集
の
解
説

一

（
�
）

『
琴
歌
譜
』」

３
、
弘
仁
年
間
（
八
一
〇
〜
八
二
四
）
頃
説
…
…
植
山
茂
「
都
の
音
色
│

（
�
）

京
洛
音
楽
文
化
の
歴
史
展
│
」
図
録

４
、
八
六
五
年
下
限
説
…
…
西
宮
一
民
「
琴
歌
譜
に
於
け
る
二
、
三
の
問

（
�
）題」

５
、
寛
平
年
代
（
八
八
九
〜
八
九
七
、
宇
多
代
）
下
限
説
…
…
賀
古
明

（
�
）

「
琴
歌
譜
の
大
歌
」

い
ず
れ
の
説
を
取
る
に
し
て
も
成
立
は
平
安
時
代
前
期
で
あ
る
が
、
中
古

文
学
の
研
究
者
か
ら
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
上
代
歌
謡
研
究
の
立
場

か
ら
論
及
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
、
発
見
者
で
あ
る
佐
佐
木
信
綱
が

（
�
）

「
新
た
に
知
ら
れ
た
る
上
代
の
歌
謡
に
就
い
て
」
に
お
い
て
「
自
分
は
、
数

年
前
、
東
京
な
る
近
衛
家
に
於
い
て
、
万
葉
集
目
録
を
発
見
し
、
そ
を
学
界

に
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
つ
た
が
、
こ
の
琴
歌
譜
は
、
同
じ
く
数
百
年
来
筐
底

に
秘
蔵
せ
ら
れ
、
随
つ
て
、
学
者
の
耳
目
に
触
れ
ざ
り
し
文
献
で
、
巻
中
、

未
だ
か
つ
て
世
に
知
ら
れ
な
か
つ
た
上
代
の
歌
謡
十
数
首
を
含
ん
で
を
る
。

即
ち
、
紀
記
万
葉
等
に
収
め
ら
れ
て
あ
る
以
外
に
、
上
代
の
歌
謡
十
数
首

が
、
こ
の
書
の
発
見
に
よ
つ
て
、
新
た
に
わ
が
歌
謡
史
の
上
に
加
は
つ
た
の

で
あ
る
。
多
年
上
代
及
中
世
の
歌
謡
に
就
い
て
研
究
し
て
を
る
自
分
に
と
つ

て
は
、
こ
の
発
見
は
夢
に
は
あ
ら
ず
や
と
た
ど
ら
る
ゝ
ば
か
り
の
喜
ば
し
さ

『
琴
歌
譜
』
一
二
番
歌
・
所
伝
部
考

藤

原

享

和
一



で
あ
つ
た
。」
と
書
い
て
い
る
よ
う
に
、『
琴
歌
譜
』
に
上
代
の
成
立
と
み
ら

れ
る
歌
の
記
載
が
あ
る
こ
と
が
主
た
る
理
由
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、『
琴
歌
譜
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
歌
の
み
で
は
な
い
。「
茲

都
歌
」、「
余
美
歌
」
等
の
歌
曲
名
、
歌
詞
、
譜
付
歌
詞
等
に
加
え
て
一
部
の

歌
に
は
そ
の
歌
の
所
伝
と
い
う
べ
き
散
文
部
が
附
さ
れ
て
い
る
。
私
は
、

『
琴
歌
譜
』
の
発
見
に
よ
っ
て
「
新
た
に
わ
が
歌
謡
史
の
上
に
加
は
つ
た
」

の
は
「
上
代
の
歌
謡
十
数
首
」
だ
け
で
は
な
く
、「
上
代
の
歌
謡
と
所
伝
」、

正
確
に
言
う
と
「
平
安
時
代
前
期
の
大
歌
所
が
管
掌
し
て
い
た
歌
謡
と
所

伝
」
で
あ
る
と
捉
え
た
い
。

な
お
、
従
来
、
多
く
の
研
究
者
は
そ
の
部
分
を
「
縁
起
」（
傍
線
は
藤
原

に
よ
る
。
以
下
同
じ
）
ま
た
は
「
縁
記
」
と
呼
ん
で
き
た
。
し
か
し
、『
琴

歌
譜
』
の
中
に
「
縁
起
」
と
い
う
語
は
見
え
な
い
。「
縁
記
」
は
『
琴
歌
譜
』

に
見
え
る
が
、
一
番
歌
に
付
随
す
る
二
種
類
の
散
文
部
と
一
九
、
二
〇
番
歌

の
同
部
分
の
み
に
用
い
ら
れ
て
い
る
語
で
あ
っ
て
、『
琴
歌
譜
』
の
そ
の
他

の
歌
に
付
随
す
る
散
文
部
ま
で
も
「
縁
記
」
と
表
現
す
る
の
は
妥
当
と
は
い

（
�
）

（
�
）

え
な
い
。
そ
こ
で
私
は
前
稿
（「『
琴
歌
譜
』
所
伝
部
の
記
述
意
識
」、
以
下

「
前
稿
」
と
い
う
と
き
は
こ
れ
を
指
す
）
に
お
い
て
当
該
部
分
を
「
所
伝
部
」

と
呼
称
す
る
こ
と
と
し
た
。
今
後
は
こ
の
呼
称
が
術
語
と
し
て
定
着
し
て
欲

し
い
と
の
願
い
も
込
め
て
、
本
稿
以
降
も
「
所
伝
部
」
と
い
う
語
を
用
い
る
。

こ
こ
に
『
琴
歌
譜
』
の
歌
と
所
伝
部
を
一
覧
表
に
し
て
掲
げ
る
（
所
伝
部

を
も
た
な
い
歌
に
つ
い
て
は
、
当
該
歌
の
冒
頭
部
の
み
掲
げ
た
（﹇

﹈
内

は
訓
読
））。

『
琴
歌
譜
』
歌
・
所
伝
部
一
覧
表

註
…
（

）
内
は
割
注
、
傍
線
は
藤
原
に
よ
る
、
グ
レ
ー
部
は
『
日
本
書
紀
』『
古
事
記
』
に
同
一
歌
の
あ
る
も
の
、
所
伝
部
を
持
た
な
い
歌
の
歌
詞
は
冒
頭
部
の
み
掲
げ
た
。

同
一
歌（
歌
番
号
）

歌
番
号

歌
曲
名

歌
詞

所
伝
部
①

所
伝
部
②

所
伝
部
③
『
日
本
書
紀
』『
古
事
記
』

一

茲
都
歌

原
文

美
望
呂
尓
都
久
也
多
麻
可
吉
都
安
万
須
多
尓

可
毛
与
良
牟
可
美
乃
美
也
碑
等

訓
読
文

み
も
ろ
に

つ
く
や
た
ま
か
き

つ
あ
ま
す

た
に
か
も
よ
ら
む

か
み
の
み
や
ひ
と

原
文

右
古
事
記
云
大
長
谷
若
建
命
坐
長
谷
朝
倉
宮
治
天
下
之
時

遊
行
美
和
河
之
時
邉
有
洗
衣
童
女
其
容
姿
甚
麗
天
皇
問
其

童
女
汝
者
誰
子
答
白
己
名
謂
引
田
赤
猪
子
天
皇
詔
汝
不
嫁

夫
今
将
召
故
其
女
仰
待
天
皇
之
命
既
経
八
十
歳
天
皇
已
忘

先
事
徒
過
盛
年
而
賜
歌
云
時
赤
猪
子
之
涙
泣
悉
湿
其
所
服

之
丹
摺
袖
答
其
大
御
歌
而
詠
此
歌
者
此
縁
記
与
歌
異
也

訓
読
文

右
、
古
事
記
に
云
は
く
、
大
長
谷
若
建
命
、
長
谷
の
朝
倉

宮
に
坐
し
ま
し
て
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
し
時
、
美
和
河

に
遊
行
し
し
時
、
辺
に
衣
洗
へ
る
童
女
有
り
き
。
其
の
容

原
文

一
説
云
弥
麻
貴
入
日
子
天
皇
々
子
巻
向
玉
城

宮
御
宇
伊
久
米
入
日
子
伊
佐
知
天
皇
与
妹
豊

次
入
日
女
命
登
於
大
神
美
望
呂
山
拝
祭
神
前

作
歌
者
此
縁
記
似
正
説

九
四

二



姿
甚
麗
し
か
り
き
。
天
皇
其
の
童
女
に
問
ひ
た
ま
ひ
し

く
、「
汝
は
誰
が
子
ぞ
」
と
。
答
へ
白
し
し
く
、「
己
が
名

は
引
田
の
赤
猪
子
と
謂
ふ
」
と
ま
を
し
き
。
天
皇
詔
ら
し

し
く
、「
汝
は
夫
に
嫁
は
ざ
れ
。
今
召
し
て
む
」
と
。
故
、

其
の
女
、
天
皇
の
命
を
仰
ぎ
待
ち
て
、
既
に
八
十
歳
を
経

き
。
天
皇
已
に
先
の
事
を
忘
れ
つ
。
徒
に
盛
り
の
年
を
過

ぐ
し
き
。
而
て
歌
を
賜
ひ
て
云
ひ
た
ま
ふ
。
時
に
赤
猪
子

の
泣
く
涙
、
悉
に
其
の
服
せ
る
丹
摺
の
袖
を
湿
ら
し
つ
。

其
の
大
御
歌
に
答
へ
て
此
の
歌
を
詠
む
と
い
へ
り
。
此
の

縁
記
と
歌
異
な
る
也
。

訓
読
文

一
説
に
云
は
く
、
弥
麻
貴
入
日
子
天
皇
の
皇

子
、
巻
向
の
玉
城
宮
に
天
の
下
治
ら
し
め
し

し
伊
久
米
入
日
子
伊
佐
知
天
皇
と
妹
豊
次
入

日
女
命
、
大
神
の
見
望
呂
山
に
登
り
ま
し
て

神
前
を
拝
み
祭
り
て
作
る
歌
と
い
へ
り
。
此

縁
記
正
説
に
似
た
り
。

九
四

二

歌
返

原
文

之
万
久
尓
乃
安
波
知
乃
美
波
良
乃
之
乃
佐
祢

己
自
尓
伊
己
之
毛
知
支
天
安
佐
川
万
乃
美
為

乃
宇
へ
尓
宇
恵
川
也
安
波
知
乃
美
波
良
乃
之

乃訓
読
文

し
ま
く
に
の

あ
は
ち
の
み
は
ら
の
し
の

さ
ね
こ
じ
に

い
こ
し
も
ち
き
て

あ
さ
つ

ま
の

み
す
の
う
へ
に

う
ゑ
つ
や

あ
は

ち
の
み
は
ら
の
し
の

原
文

難
波
高
津
宮
御
宇
大
鷦
鷯
天
皇
納
八
田
皇
女
為
妃
于
時

皇
后
聞
大
恨
故
天
皇
久
不
幸
八
田
皇
女
所
仍
以
恋
思
若
姫

之
於
平
群
与
八
田
山
之
間
作
是
歌
者
今
校
不
接
於
日
本
古

事
記

訓
読
文

難
波
の
高
津
の
宮
天
の
下
知
ら
し
め
し
し
大
鷦
鷯
の
天

皇
、
八
田
の
皇
女
を
納
れ
て
妃
と
為
た
ま
ふ
。
時
に
皇
后

聞
き
て
大
い
に
恨
み
た
ま
ふ
。
故
、
天
皇
久
し
く
八
田
皇

女
の
所
に
幸
さ
ず
。
仍
り
て
若
姫
を
恋
ひ
思
ほ
す
を
以
ち

て
平
群
と
八
田
山
の
間
に
於
い
て
是
の
歌
を
作
り
た
ま
ふ

と
い
へ
り
。
今
校
ふ
る
に
、
日
本
古
事
記
に
接
は
ず
。

原
文

一
説
云
皇
后
息
長
帯
日
女
越
那
羅
山
望
見
葛

城
作
歌
者

訓
読
文

一
説
に
云
は
く
、
皇
后
息
長
帯
日
女
那
羅
山

を
越
え
葛
城
を
見
た
ま
ひ
て
作
り
た
ま
へ
る

歌
と
い
へ
り
。

原
文

一
古
事
記
云

誉
田
天
皇
遊

淡
路
嶋
時

之
人
歌
者

訓
読
文

一
古
事
記
に

云
は
く
、
誉

田
天
皇
、
淡

路
嶋
に
遊

し
た
ま
ひ
し

時
の
人
の
歌

と
い
へ
り
。

三

片
降

由
布
之
天
乃
﹇
ゆ
ふ
し
て
の
﹈
…
…

四

高
橋
扶
理

美
知
乃
倍
乃
﹇
み
ち
の
へ
の
﹈
…
…

五

短
埴
安
扶
理
乎
止
米
止
毛
﹇
を
と
め
と
も
﹈
…
…

六

伊
勢
神
歌

佐
者
可
流
﹇
さ
は
か
る
﹈
…
…

七

天
人
扶
理

阿
米
比
止
乃
﹇
あ
め
ひ
と
の
﹈
…
…

八

継
根
扶
理

川
支
祢
布
﹇
つ
き
ね
ふ
﹈
…
…

九

庭
立
振

尓
波
尓
多
都
﹇
に
は
に
た
つ
﹈
…
…

一
〇

阿
夫
斯
弖
振
阿
布
之
弖
﹇
あ
ふ
し
て
﹈
…
…

『
琴
歌
譜
』
一
二
番
歌
・
所
伝
部
考

三



一
一

山
口
扶
理

夜
万
久
知
﹇
や
ま
く
ち
﹈
…
…

（
歌
番
号

ナ
シ
）

大
直
備
歌

（
与
片
降
同
歌
唯
音
節
別
耳
）

一
二

余
美
歌

原
文

蘓
良
美
豆
夜
万
止
乃
久
尓
波
可
无
可
良
可
阿

利
可
保
之
支
久
尓
可
良
可
須
美
可
保
之
支
阿

利
可
保
之
支
久
尓
波
阿
伎
豆
之
万
也
万
止

訓
読
文

そ
ら
み
つ

や
ま
と
の
く
に
は

か
む
か
ら

か

あ
り
か
ほ
し
き

く
に
か
ら
か

す
み

か
ほ
し
き

あ
り
か
ほ
し
き
く
に
は

あ
き

つ
し
ま
や
ま
と

原
文

巻
向
日
代
宮

御
宇
大
帯
日
天
皇
久
御
坐
於
日
向
国
厭
辺

夷
之
処
懐
倭
国
之
宮
斯
乃
述
眷
恋
之
情
作
懐
旧
之
歌

訓
読
文

巻
向
の
日
代
宮

御
宇
し
し
大
帯
日
天
皇
、
久
し
く
日
向

国
に
御
坐
し
て
、
辺
夷
の
処
を
厭
ひ
倭
の
国
を
懐
ほ
し
た

ま
ひ
、
斯
に
乃
ち
眷
恋
の
情
を
述
べ
懐
旧
の
歌
を
作
り
た

ま
ふ
。

一
三

宇
吉
歌

原
文

美
奈
蘓
曽
久
於
美
能
遠
等
米
保
陁
理
刀
利
可

多
久
刀
礼

一
説
云
刀
良
左
祢
茲
多
何
太
久
夜
可
多
久
刀

礼
保
太
利
刀
良
須
古

訓
読
文

み
な
そ
そ
く

お
み
の
を
と
め

ほ
だ
り
と

り

か
た
く
と
れ

一
説
に
云
ふ

と
ら
さ
ね

し
た
か
た
く

や
か
た
く
と
れ

ほ
だ
り
と
ら
す
こ

原
文

古
事
記
云
大
長
谷
若
建
命
坐
朝
倉
之
宮
治
天
下
之
時
長
谷

之
百
枝
槻
下
為
豊
楽
是
日
亦
春
﹇
原
表
記
「
巻
」﹈
日
之

遠
杼
比
売
献
大
御
酒
之
時
天
皇
作
此
歌

訓
読
文

古
事
記
に
云
は
く
、
大
長
谷
若
建
命
、
朝
倉
の
宮
に
坐
し

ま
し
て
天
下
を
治
め
た
ま
ひ
し
時
、
長
谷
の
百
枝
槻
の
下

に
て
豊
楽
為
た
ま
ひ
き
。
是
の
日
、
亦
、
春
日
の
遠
杼
比

売
大
御
酒
献
り
し
時
、
天
皇
此
の
歌
を
作
り
た
ま
ひ
き
。

原
文

一
云
大
長
谷
天
皇
未
即
位
間
初
欲
殺
兄
坂
合

部
黒
日
子
皇
子
与
甥
目
弱
王
此
時
二
王
子
遁

行
到
於
葛
木
津
守
村
大
臣
家
匿
﹇
原
表
記

「
�
」﹈
天
皇
遣
使
乞
臣
固
争
不
出
二
王
子
与

大
臣
並
可
殺
此
時
大
臣
女
子
韓
日
女
娘
注
云

即
天
皇
妃
也
見
其
父
被
殺
而
即
哀
傷
作
歌
者

訓
読
文

一
に
云
は
く
、
大
長
谷
天
皇
未
だ
位
に
即
き

た
ま
は
ざ
る
間
に
、
初
め
兄
坂
合
部
黒
日
子

皇
子
と
甥
目
弱
王
を
殺
さ
む
と
欲
ほ
し
き
。

此
の
時
二
王
子
遁
れ
行
き
た
ま
ひ
て
葛
木
津

守
村
大
臣
の
家
に
到
り
て
匿
り
た
ま
ひ
き
。

天
皇
使
ひ
を
遣
は
し
て
乞
ひ
た
ま
ひ
し
か
ど

も
臣
固
く
争
ひ
て
出
し
奉
ら
ざ
り
き
。
二
王

子
と
大
臣
並
て
殺
す
可
し
と
。
此
の
時
大
臣

の
女
子
韓
日
女
娘
、
注
に
云
は
く
、
即
ち
天

皇
の
妃
也
、
其
の
父
の
殺
さ
る
る
を
見
て
即

ち
哀
傷
み
て
作
る
歌
て
へ
り
。

一
〇
三

一
四

片
降

阿
良
多
之
支
﹇
あ
ら
た
し
き
﹈
…
…

一
五

長
埴
安
扶
理
可
波
可
美
乃
﹇
か
は
か
み
の
﹈
…
…

四



一
六

阿
遊
陁
扶
理

原
文

多
可
波
之
乃
美
可
為
乃
須
美
豆
阿
良
万
久
乎

須
久
尓
於
伎
弖
伊
弖
末
久
乎
須
久
尓
於
伎
天

奈
尓
可
奈
可
許
々
尓
伊
天
々
乎
留
須
美
豆

訓
読
文

た
か
は
し
の

み
か
ゐ
の
す
み
づ

あ
ら
ま

く
を

す
く
に
お
き
て

い
て
ま
く
を

す

く
に
お
き
て

な
に
か
な
か
こ
こ
に

い
て

て
を
る

す
み
づ

原
文

大
帯
日
子
天
皇
々
后
尾
張
国
孕
任
忽
焉
臨
産
以
使
者
奏
天

皇
即
時
遣
使
者
召
上
到
春
日
穴
杭
﹇
原
表
記
「
�
」﹈
邑

所
生
王
子
（
稚
帯
日
子
太
子
）
天
皇
大
歓
憙
即
歌
者

訓
読
文

大
帯
日
子
天
皇
の
皇
后
、
尾
張
国
に
て
孕
任
み
ま
し
、
忽

焉
ち
に
し
て
産
む
に
臨
み
使
者
を
以
て
奏
す
。
天
皇
即
時

に
使
者
を
遣
は
し
召
し
上
げ
た
ま
ふ
に
、
春
日
の
穴
杭
の

邑
に
王
子
（
稚
帯
日
子
太
子
）
を
所
生
み
た
ま
ふ
。
天
皇

大
い
に
歓
憙
び
た
ま
ひ
、
即
ち
歌
ひ
た
ま
ふ
と
い
へ
り
。

一
七

伊
須
乃
可
美
﹇
い
す
の
か
み
﹈
…
…

一
八

阿
佐
可
利
尓
﹇
あ
さ
か
り
に
﹈
…
…

一
九

酒
坐
歌
二

原
文

許
乃
美
伎
波
和
可
美
支
奈
良
須
久
之
乃
可
美

止
許
与
尓
伊
万
須
伊
波
多
々
須
々
久
奈
美
可

美
乃
止
余
保
支
毛
止
保
之
可
无
保
支
久
留
保

之
万
川
利
己
之
美
伎
曽
阿
佐
須
乎
西
佐
佐

訓
読
文

こ
の
み
き
は

わ
か
み
き
な
ら
す

く
し
の

か
み

と
こ
よ
に
い
ま
す

い
は
た
た
す

す
く
な
み
か
み
の

と
よ
ほ
き
も
と
ほ
し

か
む
ほ
き
く
る
ほ
し

ま
つ
り
こ
し
み
き
そ

あ
さ
す
を
せ

さ
さ

原
文

酒
坐
歌
二
縁
記

日
本
記
云
磐
余
稚
桜
宮

御
宇
息
長
足
日
咩
天
皇
之
世
命

武
内
宿
祢
従
品
陁
皇
子
令
拝
角
鹿
笥
飯
大
神
至
自
角
鹿
足

日
皇
太
后
宴
太
子
於
大
殿
皇
太
后
挙
觴
以
寿
于
太
子
因
以

歌
之

訓
読
文

酒
坐
歌
二
縁
記

日
本
記
に
云
は
く
磐
余
稚
桜
宮

御
宇
し
し
息
長
足
日
咩

天
皇
の
世
に
、
武
内
宿
祢
に
命
せ
た
ま
ひ
品
陁
皇
子
に
従

は
せ
て
角
鹿
の
笥
飯
大
神
を
拝
み
ま
つ
ら
令
む
。
角
鹿
よ

り
至
り
ま
し
し
に
、
足
日
皇
太
后
、
太
子
を
大
殿
に
宴
し

た
ま
ひ
き
。
皇
太
后
觴
を
挙
げ
太
子
を
寿
ぎ
た
ま
ひ
、
よ

り
て
歌
ひ
た
ま
ふ
。

三
二

三
九

二
〇

原
文

許
乃
美
支
乎
可
美
介
无
比
止
波
曽
乃
川
々
美

宇
須
尓
太
天
宇
太
比
川
々
可
美
介
礼
可
毛
之

未
比
川
々
可
美
介
礼
可
毛
之
己
乃
美
支
乃
安

也
尓
宇
太
々
乃
之
佐
々

訓
読
文

こ
の
み
き
を

か
み
け
む
ひ
と
は

そ
の
つ

つ
み

う
す
に
た
て

う
た
ひ
つ
つ

か
み

け
れ
か
も

し
ま
ひ
つ
つ

か
み
け
れ
か
も

し

こ
の
み
き
の

あ
や
に
う
た
た
の
し

さ
さ

三
三

四
〇

『
琴
歌
譜
』
一
二
番
歌
・
所
伝
部
考

五



二
、
問
題
の
所
在

所
伝
部
は
全
て
の
歌
で
は
な
く
特
定
の
歌
に
の
み
附
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

所
伝
部
を
複
数
有
す
る
歌
と
一
つ
し
か
持
た
な
い
歌
が
あ
る
こ
と
、『
日
本

書
紀
』
と
同
一
の
所
伝
を
記
し
て
い
る
も
の
や
、『
古
事
記
』
の
所
伝
を
記

し
な
が
ら
歌
と
当
該
の
所
伝
の
結
び
つ
き
を
否
定
し
て
別
の
所
伝
を
記
し
て

い
る
も
の
等
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、『
琴
歌
譜
』
の
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
と
所

伝
に
対
す
る
意
識
、
延
い
て
は
平
安
時
代
前
期
の
大
歌
所
の
「
歌
と
所
伝
」

に
つ
い
て
の
意
識
ま
で
探
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、『
琴
歌
譜
』

発
見
以
降
の
先
学
の
多
く
は
、『
琴
歌
譜
』
の
縁
記
に
『
古
事
記
』
と
異
な

る
所
伝
と
歌
の
結
び
つ
き
が
記
さ
れ
て
い
て
も
、「
其
の
内
容
か
ら
言
つ
て

ど
う
し
て
も
臣
の
娘
が
よ
ん
だ
作
と
は
見
ら
れ
ず
、
古
事
記
の
所
伝
に
随
ふ

（
�
）

べ
き
だ
」（
木
本
通
房
）、「
こ
の
歌
は
、
こ
の
よ
う
な
急
迫
の
場
で
歌
っ
た

も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
こ
の
伝
来
は
、
よ
く
な
い
。」（
武
田
祐

（

）吉）、「
第
二
番
目
の
縁
起
の
文
末
に
記
し
て
あ
る
よ
う
に
、
韓
日
女
自
身
が

父
の
殺
さ
れ
る
の
を
悲
し
ん
で
歌
っ
た
と
す
る
こ
と
に
は
妥
当
性
が
な
い
。

こ
の
歌
謡
と
縁
起
と
の
習
合
の
姿
は
、
現
存
古
事
記
と
同
伝
の
第
一
番
目
の

（

）

縁
起
の
方
に
妥
当
性
が
多
い
。」（
賀
古
明
）
と
い
う
よ
う
に
、「
古
事
記
の

所
伝
に
随
ふ
べ
き
だ
」、「
こ
の
伝
来
は
、
よ
く
な
い
」、「
妥
当
性
が
な
い
」

二
一

茲
良
宜
歌

原
文

阿
志
比
支
乃
夜
万
多
乎
豆
久
利
夜
万
多
可
良

（
一
説
云
也
万
多
可
美
）
志
多
比
乎
和
之
西

（
一
説
云
布
須
世
）
志
多
止
比
尓
和
可
止
布

豆
万
志
多
奈
支
尓
和
可
奈
久
豆
万
（
一
説
云

可
多
奈
支
尓
和
可
奈
久
豆
万
）
許
曽
許
曽
伊

毛
尓
夜
須
久
波
多
布
例

訓
読
文

あ
し
ひ
き
の

や
ま
た
を
つ
く
り

や
ま
た

か
ら
（
一
説
に
云
ふ

や
ま
た
か
み
）
し

た
ひ
を
わ
し
せ
（
一
説
に
云
ふ

ふ
す
せ
）

し
た
と
ひ
に

わ
か
と
ふ
つ
ま

し
た
な
き

に

わ
か
な
く
つ
ま
（
一
説
に
云
ふ

か
た

な
き
に

わ
か
な
く
つ
ま
）
こ
そ
こ
そ
い

も
に

や
す
く
は
た
ふ
れ

原
文

茲
良
宜
歌
縁

日
本
記
曰
遠
明
日
香
宮

御
宇
雄
朝
嬬
稚
子
宿
祢
天
皇
代

立
木
梨
軽
皇
子
為
太
子
也

同
﹇
原
表
記
「
聞
」﹈
母
妹

軽
大
娘
皇
女
乃
悒
懐
少
息
仍
歌
者
今
案
古
事
記
云
日
本
記

之
歌
与
此
歌
尤
合
古
記
但
至
許
曽
己
曽
之
句
古
記
不
重
耳

（
古
歌
抄
云
雄
朝
豆
万
稚
子
宿
祢
天
皇
与
衣
通
日
女
﹇
原

表
記
「

」﹈
王
寝
時
作
歌
者
）

訓
読
文

茲
良
宜
歌
縁

日
本
記
に
曰
は
く
、
遠
つ
明
日
香
宮

御
宇
し
し
雄
朝
嬬

稚
子
宿
祢
天
皇
の
代
に
、
木
梨
軽
皇
子
を
立
て
て
太
子
と

為
し
た
ま
ふ
。
同
母
妹
軽
大
娘
皇
女
に

け
て
乃
ち
悒
懐

り
少
し
く
息
む
。
仍
り
て
歌
ふ
と
い
へ
り
。
今
古
事
記
に

云
ふ
を
案
ふ
る
に
、
日
本
記
の
歌
と
此
の
歌
尤
も
古
記
に

合
ふ
。
但
し
許
曽
己
曽
の
句
に
至
り
て
は
、
古
記
に
重
ね

ざ
る
の
み
。（
古
歌
抄
に
云
。
雄
朝
豆
万
稚
子
宿
祢
天
皇

衣
通
日
女
王
と
寝
た
ま
ふ
時
に
作
り
た
ま
へ
る
歌
と
い
へ

り
）

六
九

七
八

六



等
と
一
蹴
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
例
え
ば
『
琴
歌
譜
』
一
三
番
歌
（『
古
事
記
』
一
〇
三
番
歌
と

ほ
ぼ
同
一
の
歌
）
に
は
、『
古
事
記
』
の
要
約
で
あ
る
所
伝
部
①
（
所
伝
部

の
番
号
は
前
掲
「『
琴
歌
譜
』
歌
・
所
伝
部
一
覧
表
」
に
対
応
す
る
。
以
下

同
じ
。）
と
、
全
く
内
容
の
異
な
る
別
の
所
伝
部
②
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

所
伝
部
①
の
も
と
で
解
釈
し
よ
う
と
す
る
（＝

『
古
事
記
』
一
〇
三
番
歌
を

そ
の
歌
謡
物
語
の
中
で
解
釈
す
る
）
と
歌
と
所
伝
を
不
自
然
に
摺
り
合
わ
せ

る
プ
ロ
セ
ス
が
必
要
に
な
る
の
に
対
し
て
、
所
伝
部
②
の
も
と
で
の
解
釈
に

は
そ
の
必
要
が
な
い
。
歌
と
所
伝
の
組
み
合
わ
せ
に
全
く
齟
齬
が
な
い
た
め

で
あ
る
。『
琴
歌
譜
』
一
三
番
歌
と
所
伝
部
①
は
さ
な
が
ら
独
立
歌
謡
と
そ

れ
を
組
み
込
ん
だ
歌
謡
物
語
の
関
係
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
同
歌
と
所
伝
部

②
の
関
係
は
狭
義
の
物
語
歌
と
歌
謡
物
語
の
関
係
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
現

象
は
『
琴
歌
譜
』
一
番
歌
と
そ
れ
に
附
随
す
る
二
つ
の
所
伝
部
に
つ
い
て
も

同
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
以
外
に
も
『
琴
歌
譜
』
に
は
複
数
の
所
伝
を
記
す
歌

が
あ
り
、
そ
れ
は
平
安
時
代
前
期
の
大
歌
所
に
歌
と
所
伝
の
結
び
つ
き
は
唯

一
無
二
の
も
の
で
な
い
と
す
る
発
想
が
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
加
え
て

一
番
歌
に
附
さ
れ
た
二
種
類
の
所
伝
の
末
尾
に
そ
れ
ぞ
れ
「
此
の
縁
記
と
歌

異
な
る
也
」、「
此
縁
記
正
説
に
似
た
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
、

す
で
に
当
時
の
大
歌
所
に
は
（
近
代
以
降
の
歌
謡
研
究
者
が
課
題
と
す
る
）

歌
と
所
伝
の
結
び
つ
き
を
深
く
考
究
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
の
で
あ
る
（
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
両
歌
と
そ
れ
ぞ

（

）

れ
の
所
伝
部
に
つ
い
て
具
体
的
に
論
じ
た
拙
稿
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
）。

こ
の
よ
う
な
事
実
を
前
に
し
た
と
き
、
上
代
か
ら
平
安
時
代
前
期
の
歌
謡

と
所
伝
の
結
び
つ
き
を
考
え
る
上
で
『
琴
歌
譜
』
記
載
の
歌
と
所
伝
部
と
の

関
係
を
真
正
面
か
ら
研
究
対
象
と
す
る
こ
と
を
私
た
ち
は
も
は
や
避
け
て
通

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
こ
で
私
は
前
稿
に
お
い
て
『
琴
歌
譜
』
所
伝
部
の
記
述
原
則
、
記
述
意

識
を
探
り
、
以
下
の
と
お
り
の
結
論
を
提
示
し
た
。

①
『
琴
歌
譜
』
は
『
日
本
書
紀
』、『
古
事
記
』
両
方
に
見
え
る
歌
三
首
、

『
古
事
記
』
の
み
に
見
え
る
歌
二
首
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
歌
に

は
必
ず
所
伝
部
を
附
す
。

②
『
琴
歌
譜
』
所
載
歌
の
う
ち
『
日
本
書
紀
』
に
同
一
歌
が
あ
る
も
の
は

『
古
事
記
』
に
も
同
一
歌
が
あ
る
が
、
こ
の
場
合
『
琴
歌
譜
』
は
『
日
本
書

紀
』
の
所
伝
の
み
を
掲
載
し
、『
古
事
記
』
の
当
該
所
伝
に
は
触
れ
な
い
。

『
琴
歌
譜
』
に
記
さ
れ
た
『
日
本
書
紀
』
の
所
伝
（＝

『
琴
歌
譜
』
所
伝
部
）

（

）

は
例
外
な
く
歌
と
ツ
キ
で
あ
る
。

③
『
琴
歌
譜
』
所
載
歌
の
う
ち
『
古
事
記
』
に
の
み
同
一
歌
が
あ
る
場
合
、

『
琴
歌
譜
』
は
所
伝
部
①
に
「
古
事
記
云
」
と
し
て
古
事
記
の
要
約
を
記
す

（

）

が
、
そ
れ
ら
は
必
ず
歌
と
ハ
ナ
レ
た
伝
承
で
あ
り
、
所
伝
部
②
に
「
一
説

云
」「
一
云
」
と
し
て
ツ
キ
の
所
伝
を
記
す
。

④
一
番
歌
所
伝
部
の
「
此
の
縁
記
と
歌
異
な
る
也
」、「
此
縁
記
正
説
に
似
た

り
」
と
い
う
表
現
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、『
琴
歌
譜
』
の
所
伝
部
は
、
歌

と
所
伝
の
結
び
つ
き
に
対
す
る
強
い
関
心
、
検
証
的
態
度
を
も
っ
て
記
述
さ

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

私
は
前
稿
を
締
め
く
く
る
に
あ
た
り
、「『
琴
歌
譜
』
に
所
伝
部
が
附
さ
れ

た
歌
は
、『
日
本
書
紀
』、『
古
事
記
』
に
見
え
る
歌
以
外
に
も
三
首
あ
る
。

『
琴
歌
譜
』
一
二
番
歌
・
所
伝
部
考

七



本
来
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
歌
と
所
伝
部
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
ま
た
、『
琴

歌
譜
』
所
載
歌
の
多
く
を
占
め
る
所
伝
部
を
も
た
な
い
歌
の
特
性
に
つ
い
て

も
統
一
的
な
説
明
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
説
得
力
の

あ
る
結
論
に
は
到
達
し
て
い
な
い
。
い
ず
れ
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。」
と

自
ら
に
宿
題
を
課
し
た
。
本
稿
で
は
そ
の
宿
題
の
中
か
ら
、
ま
ず
「『
日
本

書
紀
』、『
古
事
記
』
に
見
え
る
歌
以
外
」
の
三
首
の
う
ち
一
二
番
歌
を
取
り

上
げ
て
、
歌
と
所
伝
部
と
の
関
係
を
探
っ
て
み
た
い
。

三
、
本
文

『
琴
歌
譜
』
一
二
番
歌
、
同
所
伝
部

（

）

原
文

正
月
元
日
余
美
歌

（
歌
詞
）蘓

良
美
豆
夜
万
止
乃
久
尓
波
可
无
可
良
可
阿
利
可
保
之
支
久
尓
可（）

良
可
須
美
可
保
之
支
阿
利
可
保
之
支
久
尓
波
阿
伎
豆
之
万
也
万
止

（
所
伝
部
）

巻
向
日
代
宮

御
宇
大
帯
日
天
皇
久
御
坐
於
日
向
国
厭
辺
夷
之
処

懐
倭
国
之
宮
斯
乃
述
眷
恋
之
情
作
懐
旧
之
歌

訓
読
文

正
月
元
日
余
美
歌

（
歌
詞
）そ

ら
み
つ

や
ま
と
の
く
に
は

か
む
か
ら
か

あ
り
か
ほ
し
き

く
に
か
ら
か

す
み
か
ほ
し
き

あ
り
か
ほ
し
き
く
に
は

あ
き

つ
し
ま
や
ま
と

（
所
伝
部
）

巻
向
の
日
代
宮

御
宇
し
し
大
帯
日
天
皇
、
久
し
く
日
向
国
に
御

坐
し
て
、
辺
夷
の
処
を
厭
ひ
倭
の
国
を
懐
ほ
し
た
ま
ひ
、
斯
に
乃

ち
眷
恋
の
情
を
述
べ
懐
旧
の
歌
を
作
り
た
ま
ふ
。

四
、
先
行
研
究

『
琴
歌
譜
』
一
二
番
歌
所
伝
部
に
つ
い
て
の
主
な
先
行
研
究
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。

ア
、
木
本
通
房

一
九
四
二
年

琴
歌
譜
に
よ
れ
ば
、
景
行
天
皇
が
熊
襲
御
征
伐
に
日
向
国
に
お
も
む

か
せ
ら
れ
た
時
、
大
和
を
偲
び
給
う
て
の
御
製
で
、
い
は
ゆ
る
「
国
し

ぬ
び
歌
」
の
部
類
に
属
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
右
の
「
大
和
」

（

）

は
日
本
全
体
で
は
な
く
て
狭
く
大
和
地
方
を
指
す
の
で
あ
る
。

イ
、
武
田
祐
吉

一
九
五
六
年

八



こ
の
歌
の
由
来
に
、
景
行
天
皇
の
望
郷
の
歌
と
す
る
は
、
適
切
で
な

い
。
宮
廷
に
仕
え
る
有
識
者
の
頌
歌
で
あ
る
よ
う
だ
。
内
容
も
堂
々
と

し
て
お
り
、
調
子
も
整
っ
て
い
る
。
ア
リ
ガ
ホ
シ
の
語
は
、「
見
が
ほ

し
国
は
」（
古
事
記
五
九
）
の
よ
う
に
、
古
く
は
、
シ
の
形
で
連
体
形

を
作
る
べ
き
に
、
ア
リ
ガ
ホ
シ
キ
国
と
言
っ
た
の
は
、
時
代
が
や
や
降

っ
て
い
る
よ
う
に
も
あ
る
。
し
か
し
元
日
の
行
事
に
は
、
ふ
さ
わ
し
い

歌
曲
で
あ
る
。
万
葉
集
に
見
ら
れ
る
、
神
か
ら
・
国
か
ら
の
対
句
表
現

は
、
こ
の
歌
あ
た
り
か
ら
来
て
い
る
の
だ
ろ
う
。（
中
略
）
日
向
国

ヒ
ム
カ
ノ
ク
ニ
。
景
行
天
皇
が
日
向
の
国
に
行
幸
さ
れ
た
こ
と
は
、
日

本
書
紀
に
、
そ
の
記
事
が
あ
る
。
但
し
古
語
に
東
国
を
ヒ
ム
カ
ノ
ク
ニ

と
い
う
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
東
国
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
東
国
に
行

（

）

幸
さ
れ
た
こ
と
も
日
本
書
紀
に
見
え
る
。

ウ
、
賀
古
明

一
九
五
六
年

古
事
記
、
日
本
書
紀
、
諸
風
土
記
、
高
橋
氏
文
な
ど
の
景
行
天
皇
に

関
す
る
伝
承
を
所
収
し
て
い
る
古
代
古
典
に
全
く
み
あ
た
ら
な
い
。

（
中
略
）
日
本
書
紀
、
景
行
天
皇
（
中
略
）
十
七
年
の
条
に
、「
春
三
月

戊
戌
朔
己
酉
。
幸
二

子
湯
県
一

。
遊
二

子
丹
裳
小
野
一

。
時
東
望
之
。
謂
二

左
右
一

曰
。
是
国
也
直
向
二

於
日
出
方
一

。
故
号
二

其
国
一

曰
二

日
向
一

也
。

是
日
陟
二

野
中
大
石
一

。
憶
二

京
都
一

而
歌
之
曰
。」
と
あ
っ
て
、
次
の
歌

謡
愛
し
き
よ
し

我
家
の
方
ゆ

雲
居
立
ち
来
も
（
紀
２１
）

倭
は

国
の
ま
ほ
ら
ま

畳
づ
く

青
垣

山
籠
れ
る
倭
し
美
し

（
紀
２２
）

命
の

全
け
む
人
は

畳
薦

平
群
の
山
の

白
橿
が
枝
を

髻
華

に
挿
せ
こ
の
子
（
紀
２３
）

が
あ
り
、
次
に
「
是
謂
二

思
邦
歌
一

也
。」
と
あ
る
伝
承
は
、
琴
歌
譜
の

縁
起
が
、
景
行
天
皇
の
西
方
行
幸
に
関
し
て
お
り
、
し
か
も
、
そ
の
縁

起
の
最
後
に
「
懐
旧
之
歌
」
と
記
し
て
あ
り
、
更
に
、「
よ
み
歌
」
そ

の
も
の
の
歌
謡
と
し
て
の
性
格
内
容
が
所
謂
思
国
歌
で
あ
る
こ
と
と
も

対
応
す
る
。（
中
略
）
な
お
、
用
字
法
上
か
ら
、
こ
の
縁
起
の
「
巻
向

日
代
宮
御
宇
大
帯
日
天
皇
」
の
用
字
が
略
ゝ
古
事
記
の
系
統
に
属
す
る

も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
他
の
用
字
、
及
び
内
容
か
ら
み
れ
ば
、

こ
の
縁
起
は
全
般
的
に
は
、
日
本
書
紀
系
統
の
も
の
と
み
る
べ
き
も
の

（

）

で
あ
る
。

エ
、
小
西
甚
一

一
九
五
七
年

琴
歌
譜
の
注
記
に
よ
れ
ば
、
景
行
天
皇
が
久
し
く
日
向
国
に
在
っ

て
、
田
舎
が
厭
に
な
り
、
大
和
を
恋
し
く
思
っ
て
お
作
り
に
な
っ
た
望

郷
の
歌
だ
と
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
事
実
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。
し
か

し
、
も
と
も
と
正
月
の
慶
歌
で
な
か
っ
た
の
を
、
歌
詞
が
め
で
た
い
の

（

）

で
、
慶
歌
に
転
用
し
た
こ
と
は
、
本
当
ら
し
い
。

オ
、
高
木
市
之
助

一
九
六
七
年

『
琴
歌
譜
』
一
二
番
歌
・
所
伝
部
考

九



景
行
天
皇
が
、
日
向
の
国
に
あ
つ
て
大
和
国
を
し
の
ん
で
歌
は
れ
た

も
の
と
言
ふ
の
で
あ
る
。
事
実
は
と
に
か
く
、
国
を
し
の
ぶ
歌
が
、
国

を
ほ
め
る
こ
と
に
な
つ
て
を
り
、
元
旦
の
慶
祝
の
歌
に
使
用
さ
れ
た
も

（

）

の
で
あ
る
こ
と
は
、
推
測
出
来
る
も
の
で
あ
る
。

カ
、
島
田
晴
子

一
九
七
三
年

こ
の
歌
は
記
紀
に
も
載
せ
て
い
な
い
が
、
詞
章
は
記
紀
・
万
葉
に
よ

く
見
ら
れ
る
も
の
で
、
始
め
か
ら
宮
廷
歌
謡
と
し
て
作
ら
れ
た
ら
し

く
、
整
備
さ
れ
た
形
を
も
っ
て
い
る
。
武
田
氏
「
全
講
」
は
、
景
行
天

皇
の
望
郷
の
歌
と
す
る
の
は
適
切
で
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
元
日
の
行

事
に
は
ふ
さ
わ
し
い
歌
謡
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
作
者
と
伝
え
る
「
大

（

）

帯
日
天
皇
」
に
は
、「
子
」
が
脱
字
し
て
い
る
。

キ
、
神
野
富
一

一
九
九
七
年

西
征
し
た
景
行
天
皇
の
日
向
の
国
で
の
望
郷
歌
だ
と
い
う
の
で
、
日

本
書
紀
の
、「
倭
は

国
の
ま
ほ
ら
ま

畳
づ
く

青
垣
山
籠
れ
る

倭
し
う
る
は
し
」
な
ど
の
「
思
邦
歌
」
と
同
じ
作
歌
事
情
で
あ
る
こ
と

に
な
る
。
縁
記
は
本
歌
の
古
さ
と
由
緒
正
し
さ
を
主
張
し
て
い
る
。
し

か
し
こ
の
際
は
そ
れ
を
額
面
ど
お
り
受
け
取
る
に
は
あ
た
る
ま
い
。

昔
、
大
和
讃
歌
を
う
た
っ
た
の
は
日
向
で
の
景
行
天
皇
で
あ
っ
た
、
と

い
う
ほ
ど
の
知
識
が
、
従
前
の
歌
句
を
取
り
合
わ
せ
て
作
成
し
た
大
和

讃
歌
で
あ
る
本
歌
に
結
び
付
け
ら
れ
て
縁
記
と
な
る
、
こ
の
程
度
の
柔

軟
性
や
寛
容
は
成
立
当
時
の
作
者
も
享
受
者
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
だ

（

）

ろ
う
。

ク
、
神
野
富
一

一
九
九
八
年

本
歌
は
、
そ
れ
以
前
の
諸
歌
の
表
現
を
借
り
て
、
節
会
用
に
、
比
較
的

新
し
く
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
（
中
略
）
景
行
紀
一
七
年
の
条

の
ぼ

み
や
こ

し
の

に
、
景
行
天
皇
が
日
向
で
「
野
中
の
大
石
に
陟
り
ま
し
て
、
京
都
を
憶

た
た

ひ
た
ま
ひ
て
」「
倭
は

国
の
ま
ほ
ら
ま

畳
な
づ
く

青
垣

山
こ

く
に
し
の
ひ

も
れ
る

倭
し
う
る
は
し
」
な
ど
の
「
思
邦
歌
」
を
歌
っ
た
こ
と
が
み

え
る
が
、
そ
こ
に
本
歌
は
み
え
な
い
。
前
記
の
よ
う
に
本
歌
の
制
作
は

比
較
的
新
し
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
大
和
讃
め
の
内
容
で
あ
る
こ
と

が
、
景
行
天
皇
の
伝
承
を
引
き
寄
せ
、
縁
記
と
さ
れ
た
か
。
歌
詞
も
縁

（

）

記
も
擬
古
の
作
ら
し
く
思
わ
れ
る
。

ケ
、
神
野
富
一

二
〇
一
二
年

縁
記
に
は
景
行
天
皇
が
日
向
の
国
で
故
郷
大
和
を
偲
ん
で
作
っ
た
歌

と
さ
れ
、
歌
の
現
場
で
も
そ
う
し
た
由
緒
の
も
の
と
し
て
受
容
さ
れ
た

（

）

の
か
も
し
れ
な
い
が
、
後
付
け
の
感
は
免
れ
な
い
。

一
〇



五
、
歌
と
所
伝
部
の
独
自
性

賀
古
明
が
「
古
事
記
、
日
本
書
紀
、
諸
風
土
記
、
高
橋
氏
文
な
ど
の
景
行

天
皇
に
関
す
る
伝
承
を
所
収
し
て
い
る
古
代
古
典
に
全
く
み
あ
た
ら
な
い
。」

（
前
節
ウ
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、『
琴
歌
譜
』
一
二
番
歌
の
所
伝
部
は
少
な
く

と
も
現
存
す
る
上
代
資
料
に
は
見
え
な
い
の
で
あ
る
が
、
所
伝
以
前
に
一
二

番
歌
そ
の
も
の
が
『
琴
歌
譜
』
以
外
の
文
献
に
は
見
い
だ
せ
な
い
。『
古
事

記
』、『
日
本
書
紀
』
に
歌
が
見
え
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
伴
う
所
伝

も
両
書
に
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

し
か
し
、
歌
詞
も
所
伝
も
完
全
に
現
存
の
上
代
の
文
献
に
見
え
る
表
現
と

無
関
係
か
と
い
え
ば
そ
う
で
は
な
い
。
ま
ず
歌
詞
を
見
る
と
、
以
下
の
通
り

そ
の
ほ
と
ん
ど
の
表
現
が
『
万
葉
集
』
や
『
続
日
本
紀
』
に
見
い
だ
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
該
当
す
る
表
現
に
傍
線
を
附
し
Ⓐ
〜
Ⓓ
の
記
号
で
対
応
関
係
を

示
し
た
。
点
線
（
用
例
カ
）
は
同
一
語
句
で
は
な
い
が
Ⓒ
あ
り
か
ほ
し
き
に

続
く
表
現
と
し
て
近
似
の
も
の
で
あ
る
。

『
琴
歌
譜
』
一
二
番
歌

Ⓐ
そ
ら
み
つ

や
ま
と
の
く
に
は

Ⓑ
か
む
か
ら
か

Ⓒ
あ
り
か
ほ
し

き

Ⓑ
く
に
か
ら
か

す
み
か
ほ
し
き

Ⓒ
あ
り
か
ほ
し
き
く
に
は

Ⓓ
あ
き
つ
し
ま
や
ま
と

え
し
の

を
む
ろ

た
け

し

し

ふ

た
れ

お
ほ
ま
え

ま
を

ア
、
み
吉
野
の

小
室
が
岳
に

猪
鹿
伏
す
と

誰
そ

大
前
に
奏
す

や

わ

お
ほ
き
み

し

し

あ
ぐ
ら

い
ま

し
ろ
た
へ

そ
で

す
み
し
し

我
が
大
君
の

猪
鹿
待
つ
と

呉
床
に
坐
し

白
栲
の

袖

き

た
こ
む
ら

あ
む
か

あ
む

あ
き
づ
は
や
ぐ

か

着
そ
な
ふ

手
腓
に

�
搔
き
着
き

其
の
�
を

蜻
蛉
早
咋
ひ

斯
く

ご
と

や
ま
と

く
に

あ
き
づ
し
ま

の
如

名
に
負
は
む
と

Ⓐ
そ
ら
み
つ

倭
の
国
を

蜻
蛉
島
と
ふ
【
美

延
斯
怒
能

袁
牟
漏
賀
多
気
爾

志
斯
布
須
登

多
礼
曽

意
富
麻
弊
爾

麻
袁
須

夜
須
美
斯
志

和
賀
淤
富
岐
美
能

斯
志
麻
都
登

阿
具
良
爾

伊
麻
志

斯
漏
多
閇
能

蘇
弖
岐
蘇
那
布

多
古
牟
良
爾

阿
牟
加
岐
都

岐

曽
能
阿
牟
袁

阿
岐
豆
波
夜
具
比

加
久
能
碁
登

那
爾
淤
波
牟
登

蘇
良
美
都

夜
麻
登
能
久
爾
袁

阿
岐
豆
志
麻
登
布
】（『
古
事
記
』
九
七

番
歌
）

や
ま
と

を

む

ら

た
け

し

し

ふ

た
れ

こ
と

お
ほ
ま
え

ま
を

イ
、
倭
の

嗚
武
羅
の
岳
に

猪
鹿
伏
す
と

誰
か
こ
の
事

大
前
に
奏
す

き

た
ま
ま
き

あ
ご
ら

た

（
割
注
略
）
大
君
は

そ
こ
を
聞
か
し
て

玉
纏
の

胡
床
に
立
た
し

し

つ
ま
き

し

し

ま

わ

（
割
注
略
）
倭
文
纏
の

胡
床
に
立
た
し

猪
鹿
待
つ
と

我
が
い
ま
せ

ゐ

わ

た
く
ぶ
ら

ば

さ
猪
待
つ
と

我
が
立
た
せ
ば

手
腓
に

虻
か
き
つ
き
つ

そ
の

あ
き
づ

く

は
ふ
む
し

な

か
た

お

虻
を

蜻
蛉
は
や
囓
ひ

昆
虫
も

大
君
に
ま
つ
ら
ふ

汝
が
形
は
置
か

あ
き
づ
し
ま
や
ま
と

む

Ⓓ
蜻
蛉
島
倭
（
割
注
略
）【
野
磨
等
能

嗚
武
羅
能
陀
該
儞

之
之

符
須
登

例
柯
挙
能
居
登

飫
裒
磨
陛
儞
麻
嗚
須
（
割
注
略
）
飫
裒

枳
瀰
簸

賊
拠
嗚
枳
舸
斯
題

磨
磨
枳
能

阿
娯
羅
儞
陀
陀
伺
（
割

注
略
）
施
都
魔
枳
能

阿
娯
羅
儞
陀
陀
伺

斯
斯
磨
都
登

倭
我
伊
麻

西
麼

佐
謂
麻
都
登

倭
我
陀
陀
西
麼

陀
倶
符
羅
爾

阿
武
柯
枳
都

枳
都

曽
能
阿
武
嗚

婀
枳
豆
波
野
倶
譬

波
賦
武
志
謀

飫
裒
枳
瀰
儞

都
羅
符

儺
我
柯
陀
播
於
柯
武

婀
岐
豆
斯
麻
野
麻
登
（
割
注
略
）】

（『
日
本
書
紀
』
七
五
番
歌
）

ウ
、
泊
瀬
朝
倉
宮
御
宇
天
皇
代
﹇
大
泊
瀬
稚
武
天
皇
﹈

天
皇
御
製
歌

『
琴
歌
譜
』
一
二
番
歌
・
所
伝
部
考

一
一



こ

も

よ

み

こ

も

ち

ふ

く

し

も

よ

み
ぶ
く
し
も
ち

こ
の
を
か
に

籠
毛
與

美
籠
母
乳

布
久
思
毛
與

美
夫
君
志
持

此
岳
尓

な
つ
ま
す
こ

い
へ
の
ら
せ

な
の
ら
さ
ね

そ
ら
み
つ

や
ま
と
の
く
に
は

菜
採
須
兒

家
告
閑

名
告
紗
根

Ⓐ
虚
見
津

山
跡
乃
國
者

お
し
な
べ
て

わ
れ
こ
そ
を
れ

し

き

な

べ

て

わ
れ
こ
そ
い
ま
せ

わ
れ
こ
そ
ば

の
ら
め

押
奈
戸
手

吾
許
曽
居

師
吉
名
倍
手

吾
己
曽
座

我
許
背
齒

告
目

い
へ
を
も
な
を
も

家
呼
毛
名
雄
母
（『
万
葉
集
』
巻
一
・
一
番
歌
）

エ
、
高
市
岡
本
宮
御
宇
天
皇
代
﹇
息
長
足
日
廣
額
天
皇
﹈

天
皇
登
香
具
山
望
國
之
時
御
製
歌

や
ま
と
に
は

む
ら
や
ま
あ
れ
ど

と
り
よ
ろ
ふ

あ
め
の
か
ぐ
や
ま

の
ぼ
り
た
ち

く
に
み
を
す
れ
ば

山
常
庭

村
山
有
等

取
與
呂
布

天
乃
香
具
山

騰
立

國
見
乎
為
者

く
に
は
ら
は

け
ぶ
り
た
ち
た
つ

う
な
は
ら
は

か
ま
め
た
ち
た
つ

う
ま
し
く
に
そ

あ
き
づ
し
ま

國
原
波

煙
立
龍

海
原
波

加
萬
目
立
多
都

怜
�
國
曽

Ⓓ
蜻
嶋

や

ま

と

の
く
に
は

八
間
跡
能
國
者
（『
万
葉
集
』
巻
一
・
二
番
歌
）

オ
、
養
老
七
年
癸
亥
夏
五
月
幸
于
芳
野
離
宮
時
笠
朝
臣
金
村
作
歌
一
首
〈
并

短
歌
〉

た
き
の
う
へ
の

み
ふ
ね
の
や
ま
に

み
づ
え
さ
し

し
じ
に
お
ひ
た
る

と

が

の

き

の

瀧
上
之

御
舟
乃
山
尓

水
枝
指

四
時
尓
生
有

刀
我
乃
樹
能

い
や
つ
ぎ
つ
ぎ
に

よ
ろ
づ
よ
に

か
く
し
し
ら
さ
む

み
よ
し
の
の

あ
き
づ
の
み
や
は

弥
継
嗣
尓

萬
代

如
是
二
々
知
三

々
芳
野
之

蜻
蛉
乃
宮
者

か
む
か
ら
か

た
ふ
と
く
あ
る
ら
む

く
に
か
ら
か

み
が
ほ
し
か
ら
む

や
ま
か
は
を

き
よ
み
さ
や
け
み

Ⓑ
神
柄
香

貴
将
有

Ⓑ
國
柄
鹿

見
欲
将
有

山
川
乎

清
々

う
べ
し
か
み
よ
ゆ

さ
だ
め
け
ら
し
も

諾
之
神
代
従

定
家
良
思
母
（『
万
葉
集
』
巻
六
・
九
〇
七
番
歌
）

カ
、
春
日
悲
傷
三
香
原
荒
墟
作
歌
一
首
〈
并
短
歌
〉

み
か
の
は
ら

く
に
の
み
や
こ
は

や
ま
だ
か
み

か
は
の
せ
き
よ
み

す
み
よ
し
と

ひ
と
は
い
へ
ど
も

三
香
原

久
迩
乃
京
師
者

山
高

河
之
瀬
清

住
吉
迹

人
者
雖
云

あ
り
よ
し
と

わ
れ
は
お
も
へ
ど

ふ
り
に
し

さ
と
に
し
あ
れ
ば

く
に
み
れ
ど

ひ
と
も
か
よ
は
ず

在
吉
跡

吾
者
雖
念

故
去
之

里
尓
四
有
者

國
見
跡

人
毛
不
通

さ
と
み
れ
ば

い
へ
も
あ
れ
た
り

は
し
け
や
し

か
く
あ
り
け
る
か

み
も
ろ
つ
く

里
見
者

家
裳
荒
有

波
之
異
耶

如
此
在
家
留
可

三
諸
著

か
せ
や
ま
の
ま
に

さ
く
は
な
の

い
ろ
め
づ
ら
し
く

も
も
と
り
の

こ
ゑ
な
つ
か
し
き

あ
り
が
ほ
し

鹿
脊
山
際
尓

開
花
之

色
目
列
敷

百
鳥
之

音
名
束
敷

Ⓒ
在
杲
石

す
み
よ
き
さ
と
の

あ
る
ら
く
を
し
も

住
吉
里
乃

荒
樂
苦
惜
哭
（『
万
葉
集
』
巻
六
・
一
〇
五
九
番
歌
）

ぐ
ん
し
ん

う

ち

う
た
げ

く
わ
う
た
い
し

み
づ
か

ご
せ
ち

ま

キ
、
群
臣
を
内
裏
に
宴
す
。
皇
太
子
、
親
ら
五
節
を
儛
ひ
た
ま
ふ
。（
中

よ
り

お
ほ
み
う
た

い

や
ま
と

く
に

か
み

略
）
因
て
御
製
歌
に
曰
は
く
、「
Ⓐ
＋
Ⓑ
そ
ら
み
つ
大
和
の
国
は
神
か
ら

た
ふ
と

ま
ひ
み

し
貴
く
あ
る
ら
し
こ
の
舞
見
れ
ば
【
蘇
良
美
都

夜
麻
止
乃
久
尓
波

可

未
可
良
斯

多
布
度
久
安
流
羅
之

許
能
末
比
美
例
波
】」（『
続
日
本
紀
』

巻
第
一
五
・
天
平
一
五
年
五
月
五
日
条
。『
続
日
本
紀
』
二
番
歌
）

あ

き

づ

の

み
か
り

ア
は
雄
略
天
皇
が
吉
野
の
阿
岐
豆
野
に
行
幸
、
御

し
た
と
き
の
御
製
と

す
る
『
古
事
記
』
の
歌
謡
物
語
中
の
歌
。
歌
詞
の
通
り
我
が
国
を
蜻
蛉
島
と

呼
ぶ
地
名
起
源
譚
で
あ
る
。
イ
は
『
日
本
書
紀
』
に
記
載
さ
れ
た
ア
の
類
歌

で
あ
り
、
物
語
部
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
地
名
起
源
譚
に
は
な
っ
て
い
な

い
。
ウ
は
雄
略
天
皇
の
大
和
国
支
配
の
歌
と
し
て
『
万
葉
集
』
の
巻
頭
に
置

く
に
み

か
れ
る
歌
、
エ
は
舒
明
天
皇
の
大
和
望
国
の
歌
と
し
て
『
万
葉
集
』
で
ウ
に

次
い
で
配
列
さ
れ
る
歌
で
あ
る
。
オ
は
元
正
天
皇
の
吉
野
離
宮
（
歌
の
中
で

は
「
蜻
蛉
乃
宮
」）
行
幸
時
の
笠
金
村
の
歌
、
カ
は
田
辺
福
麻
呂
が
廃
都
恭

仁
京
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
キ
は
天
平
一
五
（
七
四
三
）
年
五
月
五
日
、
恭

仁
宮
の
内
裏
で
行
わ
れ
た
宴
で
、
天
武
天
皇
創
始
の
伝
承
を
持
つ
五
節
舞
を

女
性
皇
太
子
阿
倍
内
親
王
（
後
の
孝
謙
・
称
徳
天
皇
）
に
舞
わ
せ
て
元
正
太

上
天
皇
に
貢
っ
た
の
を
受
け
た
御
製
で
、「
大
和
の
国
は
神
国
で
あ
る
ゆ
え

に
、
尊
く
思
わ
れ
る
。
こ
の
五
節
の
舞
を
見
る
と
、
一
層
深
く
そ
う
思
わ
れ

（

）る。」
と
歌
う
。
藤
原
氏
の
血
を
引
く
皇
統
を
強
引
に
維
持
す
べ
く
立
て
た

異
例
の
女
性
皇
太
子
を
、
聖
武
天
皇
（
母
は
藤
原
宮
子
）
が
群
臣
の
前
で
元

正
太
上
天
皇
や
橘
諸
兄
に
認
め
さ
せ
る
と
い
う
、
皇
統
に
と
っ
て
重
要
か
つ

（

）

緊
迫
し
た
場
面
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
あ
り
か
ほ
し
き

…
…

す
み
か
ほ
し
き
」
の
対
句
的
表

現
の
類
型
と
し
て
掲
げ
た
カ
を
除
く
と
、
い
ず
れ
も
、
我
が
国
の
統
治
や
呼

一
二



称
に
か
か
わ
る
歌
謡
物
語
、
天
皇
の
支
配
・
統
治
に
か
か
わ
る
万
葉
集
冒
頭

の
二
首
の
伝
承
歌
、
天
平
時
代
の
皇
位
継
承
に
か
か
わ
る
重
要
な
儀
式
で
の

御
製
で
あ
り
、『
琴
歌
譜
』
一
二
番
歌
の
各
句
は
天
皇
統
治
を
歌
う
表
現
と

し
て
、
少
な
く
と
も
宮
廷
で
歌
に
か
か
わ
る
人
々
の
間
で
奈
良
時
代
末
ま
で

に
は
周
知
の
も
の
と
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

武
田
祐
吉
は
「
時
代
が
や
や
降
っ
て
い
る
よ
う
に
も
あ
る
」（
前
節
イ
）、

神
野
富
一
は
「
そ
れ
以
前
の
諸
歌
の
表
現
を
借
り
て
、
節
会
用
に
、
比
較
的

新
し
く
制
作
さ
れ
た
も
の
（
中
略
）
本
歌
の
制
作
は
比
較
的
新
し
い
と
考
え

ら
れ
る
（
中
略
）
擬
古
の
作
ら
し
く
思
わ
れ
る
」（
前
節
ク
）
と
述
べ
る
が
、

「
比
較
的
新
し
く
制
作
さ
れ
た
も
の
」、「
擬
古
の
作
」
で
は
な
く
、『
古
事

記
』、『
日
本
書
紀
』、『
万
葉
集
』、『
続
日
本
紀
』
に
見
え
る
よ
う
な
天
皇
統

治
に
か
か
る
奈
良
時
代
の
言
語
環
境
の
中
で
、
こ
の
歌
も
ま
た
生
ま
れ
て
き

た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
伝
承
さ
れ
て
文
字
化
さ
れ
た

の
が
『
琴
歌
譜
』
一
二
番
歌
な
の
で
あ
る
。『
続
日
本
紀
』
二
番
歌
は
「
琴

（

）

歌
譜
の
正
月
元
日
の
余
美
歌
を
踏
ま
え
た
作
ら
し
い
。」
と
す
る
見
解
（
つ

ま
り
『
琴
歌
譜
』
一
二
番
歌
の
成
立
を
七
四
三
年
以
前
と
見
る
）
も
出
さ
れ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
奈
良
時
代
か
ら
伝
承
の
あ
る
歌
を
『
琴
歌
譜
』
が
記
録

し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、『
古
事
記
』、『
日
本
書
紀
』
が
物
語
と

と
も
に
伝
承
し
た
歌
を
『
琴
歌
譜
』
が
記
録
し
た
五
首
（
一
、
一
三
、
一

九
、
二
〇
、
二
一
番
歌
）
と
違
い
は
な
い
。

で
は
所
伝
部
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。「『
琴
歌
譜
』
歌
・
所
伝
部
一
覧
表
」

に
示
し
た
と
お
り
、『
琴
歌
譜
』
の
う
ち
所
伝
部
を
伴
っ
て
い
る
の
は
一
、

二
、
一
二
、
一
三
、
一
六
、
一
九
、
二
〇
、
二
一
番
歌
の
八
首
の
み
で
あ

る
。
所
伝
部
を
持
た
な
い
歌
の
方
が
多
い
こ
と
を
見
て
も
、『
琴
歌
譜
』
に

お
い
て
所
伝
部
が
必
須
の
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。『
琴
歌
譜
』

は
所
伝
と
と
も
に
伝
承
さ
れ
て
い
な
い
歌
に
新
た
に
創
作
し
て
ま
で
所
伝
部

を
附
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
所
伝
部
は
歌
と
と
も
に
伝
承
さ
れ
て
き
た

も
の
が
記
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

所
伝
部
を
持
つ
歌
は
八
首
で
あ
る
が
、『
古
事
記
』、『
日
本
書
紀
』
に
見

え
る
歌
は
す
べ
て
そ
れ
ら
の
物
語
部
を
所
伝
部
に
記
し
て
い
る
（『
古
事
記
』

の
物
語
部
と
歌
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
『
琴
歌
譜
』
は
否
定
的
で
あ
る
が
）

の
で
あ
る
か
ら
、『
古
事
記
』、『
日
本
書
紀
』
に
見
え
な
い
一
二
番
歌
は
当

初
か
ら
当
然
直
接
両
書
に
見
え
な
い
所
伝
と
と
も
に
伝
承
さ
れ
、『
琴
歌
譜
』

は
そ
れ
を
所
伝
部
に
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
、
武
田
祐
吉
（
前
節
イ
）、
賀
古
明
（
前
節
ウ
）、
神
野
富
一
（
前
節

ク
）
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
景
行
天
皇
日
向
行
幸
の
こ
と
や
そ
こ
で
御
製

を
な
し
た
こ
と
は
次
の
通
り
『
日
本
書
紀
』
に
見
え
る
。

ぼ
し
ゆ
つ

つ
き
た
ち

き
い
う

こ
ゆ
の
あ
が
た

い
で
ま

十
七
年
の
春
三
月
の
戊
戌
の
朔
に
し
て
己
酉
に
、
子
湯
県
に
幸
し
、

に
も
の
お

の

あ
そ

ひ
む
が
し
の
か
た
み
そ
こ
な
は

さ
い
う

か
た

丹
裳
小
野
に
遊
び
た
ま
ふ
。
時
に
東

を
望
し
て
、
左
右
に
謂
り

の
た
ま

こ

た
だ

ひ

い

か
た

む

て
曰
は
く
、「
是
の
国
は
、
直
に
日
出
づ
る
方
に
向
け
り
」
と
の
た
ま

か
れ

な
づ

ひ
む
か

い

の
な
か

お
ほ
い
し

ふ
。
故
、
其
の
国
を
号
け
て
日
向
と
曰
ふ
。
是
の
日
に
、
野
中
の
大
石

の
ぼ

み
や
こ

し
の

み
う
た
よ
み

の
た
ま

に
陟
り
ま
し
て
、
京
都
を
憶
ひ
た
ま
ひ
て
、
歌
し
て
曰
は
く
、

は

わ
ぎ
へ

か
た

く
も
ゐ

た

く

愛
し
き
よ
し

我
家
の
方
ゆ

雲
居
立
ち
来
も

や
ま
と

く
に

た
た
な

あ
を
か
き

や
ま
こ
も

や
ま
と
う
る
は

倭
は

国
の
ま
ほ
ら
ま

畳
づ
く

青
垣

山
籠
れ
る

倭
し
麗

し

『
琴
歌
譜
』
一
二
番
歌
・
所
伝
部
考

一
三



い
の
ち

ま
そ

ひ
と

た
た
み
こ
も

へ
ぐ
り

や
ま

し
ら
か
し

え

う

命
の

全
け
む
人
は

畳
薦

平
群
の
山
の

白
橿
が
枝
を

髻

ず

さ

こ

こ

華
に
挿
せ

此
の
子

こ

く
に
し
の
ひ
う
た

い

と
の
た
ま
ふ
。
是
を
思
邦
歌
と
謂
ふ
。（「
景
行
紀
」
一
七
年
三
月
一
二

日
条
）

し
か
し
、
左
に
示
す
『
琴
歌
譜
』
一
二
番
歌
の
所
伝
部
を
見
る
と
、
こ
れ

が
右
の
『
日
本
書
紀
』
の
所
伝
か
ら
出
た
も
の
で
も
な
け
れ
ば
要
約
で
も
な

い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

巻
向
の
日
代
宮

御
宇
し
し
大
帯
日
天
皇
、
久
し
く
日
向
国
に
御
坐

し
て
、
辺
夷
の
処
を
厭
ひ
倭
の
国
を
懐
ほ
し
た
ま
ひ
、
斯
に
乃
ち
眷
恋

の
情
を
述
べ
懐
旧
の
歌
を
作
り
た
ま
ふ
。

「『
琴
歌
譜
』
歌
・
所
伝
部
一
覧
表
」
の
中
で
、
一
、
一
三
、
一
九
、
二

〇
、
二
一
番
歌
そ
れ
ぞ
れ
の
所
伝
部
①
に
掲
げ
た
よ
う
に
、『
琴
歌
譜
』
は

『
古
事
記
』、『
日
本
書
紀
』
の
伝
承
を
引
く
場
合
『
古
事
記
』
や
『
日
本
書

紀
』
の
物
語
部
を
要
約
し
て
記
す
が
、
こ
の
一
二
番
歌
の
所
伝
部
は
『
日
本

み
や
こ

書
紀
』
か
ら
の
引
用
や
要
約
と
は
全
く
違
う
。
景
行
天
皇
が
日
向
で
京
都

や
ま
と

（『
日
本
書
紀
』）・
倭
（『
琴
歌
譜
』）
を
思
っ
て
歌
っ
た
と
い
う
要
素
以
外
に

用
字
も
含
め
て
共
通
点
は
な
い
。
こ
の
所
伝
部
は
、『
日
本
書
紀
』
と
は
別

個
に
一
二
番
歌
と
と
も
に
伝
承
さ
れ
て
来
た
も
の
で
あ
る
。

賀
古
明
（
前
節
ウ
）
は
「
用
字
法
上
か
ら
、
こ
の
縁
起
の
「
巻
向
日
代
宮

御
宇
大
帯
日
天
皇
」
の
用
字
が
略
ゝ
古
事
記
の
系
統
に
属
す
る
も
の
で
あ
る

と
し
て
も
、
そ
の
他
の
用
字
、
及
び
内
容
か
ら
み
れ
ば
、
こ
の
縁
起
は
全
般

的
に
は
、
日
本
書
紀
系
統
の
も
の
と
み
る
べ
き
も
の
」
と
述
べ
る
が
、
こ
れ

も
当
た
ら
な
い
。「
大
帯
日
」
は
確
か
に
『
古
事
記
』
の
「
大
帯
日
子
」
と

対
応
し
『
日
本
書
紀
』
の
「
大
足
彦
」
と
は
違
う
。
し
か
し
『
古
事
記
』
も

『
日
本
書
紀
』
も
景
行
天
皇
の
宮
の
場
所
を
「
巻
向
」
で
は
な
く
「
纏
向
」

と
表
記
す
る
。「
巻
向
」
の
表
記
は
他
の
天
皇
の
宮
を
含
め
『
古
事
記
』
に

も
『
日
本
書
紀
』
に
も
見
え
な
い
。「
巻
向
」
は
『
万
葉
集
』
に
多
く
用
い

ら
れ
る
表
記
で
あ
る
が
、

な
る
か
み
の

お
と
の
み
き
き
し

ま
き
む
く
の

ひ
ば
ら
の
や
ま
を

け
ふ
み
つ
る
か
も

動
神
之

音
耳
聞

巻
向
之

檜
原
山
乎

今
日
見
鶴
鴨
（『
万
葉
集
』

巻
七
・
一
〇
九
二
番
歌
）

ま
き
む
く
の

ひ
ば
ら
に
た
て
る

は
る
か
す
み

お
ほ
に
し
お
も
は
ば

な
づ
み
こ
め
や
も

巻
向
之

檜
原
丹
立
流

春
霞

欝
之
思
者

名
積
米
八
方
（『
万
葉

集
』
巻
一
〇
・
一
八
一
三
番
歌
）

の
よ
う
に
集
中
で
は
地
名
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
宮
の
あ
る
場
所
を
示

（

）

す
表
記
と
し
て
「
巻
向
」
を
使
う
の
は
大
同
二
（
八
〇
七
）
年
撰
上
の
『
古

語
拾
遺
』
に
「
巻
向
玉
城
朝
」（
垂
仁
朝
）
と
あ
る
（
た
だ
し
、
景
行
朝
は

「
纒
向
日
代
朝
」
と
記
さ
れ
る
）
の
が
早
い
。
な
お
、『
尾
張
国
風
土
記
』
逸

文
に
「
巻
向
珠
城
宮
御
宇
天
皇
」（「
吾
縵
郷
」）、『
住
吉
大
社
神
代
記
』
に

も
「
巻
向
玉
木
宮
御
宇
天
皇
」（「
山
河
奉
寄
本
記
」）、「
巻
向
日
代
官
大
八

嶋
食
知
」（「
船
木
等
本
記
」）
等
と
見
え
る
が
、
前
者
の
採
択
元
は
前
田
家

本
『
釈
日
本
紀
』
で
あ
っ
て
鎌
倉
時
代
を
遡
ら
ず
、
後
者
の
成
立
時
期
に
つ

い
て
も
奈
良
時
代
説
か
ら
平
安
時
代
中
期
説
ま
で
幅
が
あ
り
、『
古
語
拾
遺
』

一
四



（

）

に
先
行
す
る
資
料
と
は
確
定
で
き
な
い
。

つ
ま
り
、『
琴
歌
譜
』
一
二
番
歌
所
伝
部
は
、
用
字
、
内
容
と
も
『
琴
歌

譜
』
成
立
以
前
の
い
か
な
る
現
存
文
献
に
も
依
ら
な
い
の
で
あ
る
。

六
、
ま
と
め

以
上
の
考
察
か
ら
、『
琴
歌
譜
』
一
二
番
歌
の
歌
と
所
伝
部
と
の
関
係
は

以
下
の
通
り
と
結
論
づ
け
る
。

『
琴
歌
譜
』
一
二
番
歌
は
そ
れ
以
前
の
現
存
文
献
に
見
え
な
い
が
、
新
し

い
時
代
に
儀
式
用
に
創
作
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
天
皇
統
治
に
か
か
る
奈

良
時
代
の
言
語
環
境
の
中
で
生
ま
れ
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『
琴
歌
譜
』
は
所
伝
部
の
記
載
を
必
須
と
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
所
伝

部
が
所
伝
と
と
も
に
伝
承
さ
れ
て
来
た
歌
の
み
所
伝
部
が
記
載
さ
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

一
二
番
歌
も
所
伝
と
と
も
に
伝
承
さ
れ
て
来
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、

所
伝
部
の
用
字
・
内
容
と
も
現
存
の
い
か
な
る
文
献
か
ら
の
統
一
的
な
引
用

関
係
も
認
め
ら
れ
な
い
。
一
二
番
歌
の
所
伝
は
現
存
文
献
と
は
別
個
に
成
立

し
、
歌
と
と
も
に
伝
承
さ
れ
て
来
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

（
凡
例
）

・『
古
事
記
』、『
日
本
書
紀
』、『
琴
歌
譜
』
の
歌
謡
番
号
は
土
橋
寛
・
小
西

甚
一
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
３

古
代
歌
謡
集
』
一
九
五
七
年
、
岩
波

書
店
（
一
九
八
三
年
、
第
二
七
刷
）
に
よ
る
。

・
漢
字
は
引
用
で
あ
る
と
否
と
を
問
わ
ず
原
則
と
し
て
現
在
通
行
の
字
体
を

用
い
る
（『
万
葉
集
』
の
引
用
に
つ
い
て
は
使
用
テ
キ
ス
ト
の
字
体
を
そ
の

ま
ま
用
い
る
）。

・
文
献
の
引
用
や
参
照
に
際
し
て
初
版
（
初
刷
）
本
以
外
を
用
い
た
場
合

は
、
初
版
（
初
刷
）
の
発
行
年
の
ほ
か
（

）
内
に
当
該
版
（
刷
）
の
発

行
年
、
版
（
刷
）
を
示
す
。
初
版
（
初
刷
）
本
を
用
い
た
場
合
は
そ
の
発
行

年
の
み
を
記
す
。

・『
古
事
記
』、『
日
本
書
紀
』、『
続
日
本
紀
』
歌
謡
に
つ
い
て
は
必
要
に
応

じ
て
歌
詞
の
校
訂
本
文
表
記
を
【

】
で
括
っ
て
示
す
。

・
客
観
的
な
記
述
を
担
保
す
る
た
め
、
研
究
者
名
の
敬
称
を
省
く
。

（
使
用
テ
キ
ス
ト
等
）

『
古
事
記
』
山
口
佳
紀
・
神
野
志
隆
光
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全

集
１

古
事
記
』
一
九
九
七
年
、
小
学
館
（
二
〇
〇
一
年
、
第
一
版
第
四

刷
）、「
風
土
記
」
植
垣
節
也
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
５

風

土
記
』
一
九
九
七
年
、
小
学
館
（
二
〇
〇
六
年
、
第
一
版
第
五
刷
）、『
日
本

書
紀
』
小
島
憲
之
・
直
木
孝
次
郎
・
西
宮
一
民
・
蔵
中
進
・
毛
利
正
守
校
注

・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
２

日
本
書
紀
①
』
一
九
九
四
年
、
小
学

館
（
二
〇
〇
三
年
、
第
一
版
第
三
刷
）、
同
『
同
３

同
②
』
一
九
九
六
年
、

同
（
二
〇
〇
二
年
、
第
一
版
第
四
刷
）、『
住
吉
大
社
神
代
記
』
田
中
卓
『
田

中
卓
著
作
集
７

住
吉
大
社
神
代
記
の
研
究
』
一
九
八
五
年
、
国
書
刊
行
会

（
一
九
九
二
年
、
再
版
）、『
万
葉
集
』
木
下
正
俊
校
訂
『
万
葉
集

Ｃ
Ｄ
│

Ｒ

Ｏ
Ｍ
版
』
二
〇
〇
一
年
、
塙
書
房
、『
古
語
拾
遺
』
西
宮
一
民
校
注
『
古
語

拾
遺
』
一
九
八
五
年
、
岩
波
書
店
、『
続
日
本
紀
』
青
木
和
夫
・
稲
岡
耕
二

『
琴
歌
譜
』
一
二
番
歌
・
所
伝
部
考

一
五



・
笹
山
晴
生
・
白
藤
礼
幸
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
１３

続
日
本
紀

二
』
一
九
九
〇
年
、
岩
波
書
店
、『
琴
歌
譜
』
影
印
（『
琴
歌
譜
』
一
九
二
七

年
、
古
典
保
存
会
）
に
よ
り
藤
原
が
翻
刻
。
翻
刻
に
あ
た
っ
て
疑
義
の
あ
る

場
合
、
注
（
３
）（
２１
）
掲
示
書
及
び
神
野
富
一
・
武
部
智
子
・
田
中
裕
恵

・
福
原
佐
知
子
「
琴
歌
譜
注
釈
稿
（
一
）〜（
四
）」（『
甲
南
国
文
』
第
四
三

〜
四
六
号

一
九
九
六
年
三
月
〜
一
九
九
九
年
三
月
）
も
参
照
し
参
考
に
し

た
。
訓
読
は
藤
原
に
よ
る
。

注（
１
）
神
野
富
一
『
ヨ
ム
・
ウ
タ
フ
・
琴
歌

万
葉
歌
古
代
歌
謡
論
攷
』

二
〇
一
九
年
、
翰
林
書
房
。
初
出
は
『
国
語
と
国
文
学
』
第
七
五
巻

第
五
号
、
一
九
九
八
年
五
月
、
原
題
同
じ
。
な
お
同
「
琴
歌
譜
の
成

立
過
程
」
同
書
所
収
。
初
出
は
『
万
葉
』
第
一
六
四
号
、
一
九
九
八

年
一
月
、
で
は
「
平
安
初
期
頃
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
」
と
す

る
。

（
２
）
土
橋
寛
『
古
代
歌
謡
の
生
態
と
構
造

土
橋
寛
論
文
集

中
』
一

九
八
八
年
、
塙
書
房
。
初
出
は
『
陽
明
叢
書
国
書
篇
第
八
輯

古
楽

古
歌
謡
集
』
一
九
七
八
年
、
思
文
閣
出
版
。
な
お
、
初
出
で
は
「
弘

仁
年
間
」
と
す
る
。

（
３
）
京
都
文
化
博
物
館
学
芸
第
二
課
植
山
茂
・
鈴
木
忠
司
編
『
都
の
音

色
│
京
洛
音
楽
文
化
の
歴
史
展
│
』（
二
〇
〇
二
年
四
月
六
日
〜
同

年
五
月
一
二
日
、
京
都
文
化
博
物
館
に
於
い
て
行
わ
れ
た
特
別
展

「
都
の
音
色
│
京
洛
音
楽
文
化
の
歴
史
展
│
」
図
録
）、
二
〇
〇
二

年
、
京
都
文
化
博
物
館
、
一
四
三
頁
「
琴
歌
譜
」
項
目
（
当
該
部
分

執
筆
は
植
山
茂
）
に
よ
る
。

（
４
）
『
帝
塚
山
学
院
短
期
大
学
研
究
年
報
』
第
七
号
、
一
九
五
九
年
一

一
月
。
な
お
、
同
論
文
は
「
上
限
は
平
安
の
極
く
初
期
を
出
る
こ
と

は
絶
対
に
無
い
」
と
す
る
。

（
５
）
賀
古
明
『
琴
歌
譜
新
論
』
一
九
八
五
年
、
風
間
書
房
。
初
出
は

『
季
刊
文
学
・
語
学
』
第
五
〇
号
、
一
九
六
八
年
一
二
月
、
原
題
同

じ
。

（
６
）
『
芸
文
』
第
拾
六
年
第
壱
号
、
一
九
二
五
年
一
月
一
日

（
７
）
二
一
番
歌
の
所
伝
部
に
「
茲
良
宜
歌
縁
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は

「
縁
記
」
の
「
記
」
が
脱
落
し
た
も
の
か
本
来
「
縁
」
で
あ
る
の
か

不
明
。

（
８
）
『
京
都
語
文
』
第
三
一
号
、
二
〇
二
四
年
二
月
。

（
９
）
木
本
通
房
『
上
代
歌
謡
詳
解
』
一
九
四
二
年
、
東
京
武
蔵
野
書

院
、
一
六
九
頁

（
１０
）
武
田
祐
吉
『
記
紀
歌
謡
集
全
講
』
一
九
五
六
年
、
明
治
書
院
、
三

八
〇
頁

（
１１
）
賀
古
明
「
琴
歌
譜
の
有
縁
起
歌
」（『
琴
歌
譜
新
論
』
一
九
八
五

年
、
風
間
書
房
。
初
出
は
『
国
学
院
雑
誌
』
第
五
七
巻
第
三
号
、
一

九
五
六
年
六
月
、
原
題
同
じ
）。

（
１２
）
①
拙
稿
「『
琴
歌
譜
』
一
番
歌
と
縁
記
」（
拙
著
『
古
代
宮
廷
儀
礼

と
歌
謡
』
二
〇
〇
七
年
、
お
う
ふ
う
。
初
出
は
『
同
志
社
国
文
学
』

第
五
七
号
、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
。）

一
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②
拙
稿
「
古
事
記
歌
謡
論
」（
拙
著
『
上
代
歌
謡
と
儀
礼
の
表
現
』

二
〇
二
一
年
、
和
泉
書
院
。
初
出
は
瀬
間
正
之
編
『「
記
紀
」
の
可

能
性
』（
古
代
文
学
と
隣
接
諸
学

１０
）
二
〇
一
八
年
、
竹
林
舎
）

③
拙
稿
「『
琴
歌
譜
』
一
三
番
歌
と
縁
記
」（『
文
学
・
語
学
』
第

二
二
八
号
、
二
〇
二
〇
年
四
月
）

④
拙
稿
「
歌
謡
と
芸
能
」（
拙
著
『
上
代
歌
謡
と
儀
礼
の
表
現
』

二
〇
二
一
年
、
和
泉
書
院
）

⑤
拙
稿
「
独
立
歌
謡
の
出
自
│
宮
廷
歌
謡
転
用
の
可
能
性
│
」

（『
歌
謡
│
研
究
と
資
料
│
』
第
一
五
号
、
二
〇
二
二
年
一
一
月
）

（
１３
）
都
倉
義
孝
「「
歌
謡
物
語
」
論
」（
同
『
古
事
記

古
代
王
権
の
語

り
の
仕
組
み
』
一
九
九
五
年
、
有
精
堂
出
版
。
初
出
は
有
精
堂
編
集

部
『
時
代
別
日
本
文
学
史
事
典
上
代
編
』
一
九
八
七
年
、
有
精
堂

出
版
。
原
題
「
歌
謡
物
語
」）
の
「
歌
謡
物
語
に
は
、
歌
語
り
・
歌

物
語
と
異
な
る
き
わ
だ
っ
た
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
歌
謡
と
地
の

文
（
物
語
部
分
）
と
の
結
合
の
緊
密
度
に
程
度
の
差
が
存
在
す
る
こ

と
で
あ
る
。
他
の
ジ
ャ
ン
ル
の
場
合
、〈
ウ
タ
〉
の
意
味
・
内
容
と
、

〈
モ
ノ
ガ
タ
リ
〉
部
分
と
の
間
に
、
一
致
を
欠
く
と
い
う
ハ
ナ
レ
の

現
象
は
全
く
存
在
し
な
い
か
ご
く
僅
か
で
あ
る
が
、
歌
謡
物
語
に
お

い
て
は
、
ま
っ
た
く
一
致
し
な
い
と
い
う
ハ
ナ
レ
の
極
か
ら
間
然
と

す
る
と
こ
ろ
な
く
合
致
し
て
い
る
と
い
う
ツ
キ
の
極
に
至
る
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
程
度
が
あ
る
の
で
あ
る
。」
と
い
う
説
明
に
倣
い
、
歌

と
物
語
（
所
伝
）
の
一
致
し
た
状
態
を
「
ツ
キ
」、
不
一
致
の
状
態

を
「
ハ
ナ
レ
」
と
表
現
す
る
。

（
１４
）
同
右

（
１５
）
原
本
の
発
見
さ
れ
て
い
な
い
文
献
の
場
合
は
、
諸
写
本
を
校
合
し

た
文
字
列
を
「
校
訂
本
文
」
と
し
て
掲
げ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る

が
、『
琴
歌
譜
』
の
場
合
は
発
見
さ
れ
て
い
る
写
本
が
一
本
の
み
で

あ
る
の
で
「
校
訂
」
作
業
そ
の
も
の
が
不
可
能
で
あ
っ
て
、
当
該
写

本
の
文
字
列
を
翻
刻
し
て
掲
げ
る
し
か
な
い
。
こ
こ
で
「
原
文
」
と

い
う
表
現
を
用
い
た
の
は
「
訓
読
文
」
に
対
し
て
（
写
本
の
）「
原

文
」
と
い
う
謂
で
あ
る
。

（
１６
）
歌
謡
部
分
は
原
文
で
は
小
字
二
行
表
記
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
大

字
一
行
表
記
に
改
め
た
。

（
１７
）
木
本
通
房
『
上
代
歌
謡
詳
解
』
一
九
四
二
年
、
東
京
武
蔵
野
書

院
、
一
六
七
〜
一
六
八
頁

（
１８
）
武
田
祐
吉
『
記
紀
歌
謡
集
全
講
』
一
九
五
六
年
、
明
治
書
院
、
三

七
八
頁
。

（
１９
）
賀
古
明
「
琴
歌
譜
の
有
縁
起
歌
」（
同
『
琴
歌
譜
新
論
』
一
九
八

五
年
、
風
間
書
房
。
初
出
は
『
国
学
院
雑
誌
』
第
五
七
巻
第
三
号
、

一
九
五
六
年
六
月
、
原
題
同
じ
）

（
２０
）
土
橋
寛
・
小
西
甚
一
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
３

古
代
歌
謡

集
』
一
九
五
七
年
、
岩
波
書
店
、
四
六
八
頁
頭
注
（
当
該
部
分
担
当

小
西
甚
一
）（
一
九
八
三
年
、
初
版
第
二
七
刷
）

（
２１
）
高
木
市
之
助
『
日
本
古
典
選

上
代
歌
謡
集
』
一
九
六
七
年
、
朝

日
新
聞
社
、
三
四
一
〜
三
四
二
頁
頭
注
（
一
九
七
七
年
、
新
装
初

版
）

『
琴
歌
譜
』
一
二
番
歌
・
所
伝
部
考

一
七



（
２２
）
島
田
晴
子
「
琴
歌
譜
の
縁
記
に
つ
い
て
」（『
琴
歌
譜
か
ら
』
二
〇

二
一
年
、
私
家
版
。
初
出
は
『
学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
会
誌
』
第

一
六
号
、
一
九
七
三
年
七
月
、
原
題
同
じ
。）

（
２３
）
神
野
富
一
「
琴
歌
譜
「
余
美
歌
」
考
」（
注
（
１
）
前
掲
書
）。
初

出
は
『
国
語
国
文
』
第
六
六
巻
第
九
号
、
一
九
九
七
年
九
月
、
原
題

同
じ
）

（
２４
）
神
野
富
一
・
武
部
智
子
・
田
中
裕
恵
・
福
原
佐
知
子
「
琴
歌
譜
注

釈
稿
（
三
）」（『
甲
南
国
文
』
第
四
五
号
、
一
九
九
八
年
三
月
。
当

該
部
分
担
当
神
野
富
一
）

（
２５
）
神
野
富
一
「
琴
歌
譜
歌
謡
の
構
成
│
「
大
歌
の
部
」
に
つ
い
て

│
」（
注
（
１
）
前
掲
書
。
初
出
は
『
万
葉
語
文
研
究
』
第
八
集
、

二
〇
一
二
年
、
和
泉
書
院
、
原
題
同
じ
）

（
２６
）
注
（
２０
）
前
掲
書
、
二
一
六
頁
頭
注
（
当
該
部
分
担
当
は
）
土
橋

寛
）。

（
２７
）
詳
細
は
拙
稿
「『
続
日
本
紀
』
三
番
歌
に
お
け
る
「
こ
の
豊
御
酒

を
厳
献
る
」」（
拙
著
『
古
代
宮
廷
儀
礼
と
歌
謡
』
二
〇
〇
七
年
、
お

う
ふ
う
。
初
出
は
『
甲
南
大
学
古
代
文
学
研
究
』
第
一
号
、
一
九
九

四
年
四
月
。
原
題
「『
続
日
本
紀
』
三
番
歌
に
お
け
る
「
こ
の
豊
御

酒
を
厳
献
る
」
に
つ
い
て
」）
参
照
。

（
２８
）
注
（
２０
）
前
掲
書
、
二
一
七
頁
頭
注
（
当
該
部
分
担
当
は
）
土
橋

寛
）。

（
２９
）
大
同
元
年
と
す
る
写
本
も
あ
る
が
、
西
宮
一
民
『
古
語
拾
遺
』
一

九
八
五
年
、
岩
波
書
店
、
一
五
九
〜
一
六
四
頁
の
考
証
に
よ
り
大
同

二
年
と
す
る
。

（
３０
）
『
住
吉
大
社
神
代
記
』
成
立
時
期
に
関
す
る
主
な
説
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。

①
西
宮
一
民
「
現
存
本
は
、
仮
名
遣
か
ら
み
る
と
、
天
暦
時
代

〈
九
四
七
〜
九
五
六
〉
を
過
ぎ
て
か
ら
、
長
保
時
代
〈
九
九
九
〜

一
〇
〇
三
〉
以
前
、
す
な
わ
ち
平
安
朝
前
期
の
終
り
か
ら
中
期
の

始
め
に
か
け
て
「
書
か
れ
た
」
も
の
で
あ
る
」（「
住
吉
大
社
神
代

記
の
仮
名
遣
」（
西
宮
一
民
『
日
本
上
代
の
文
章
と
表
記
』
一
九

七
〇
年
、
風
間
書
房
。
初
出
は
『
万
葉
』
第
六
三
号
、
一
九
六
七

年
四
月
、
原
題
「
仮
名
遣
を
通
し
て
見
た
る
住
吉
大
社
神
代
記
」）

②
坂
本
太
郎
「
平
安
時
代
お
そ
ら
く
は
元
慶
年
間
（
八
七
七
〜
八

八
五
年
│
藤
原
注
│
）
以
後
の
造
作
で
あ
る
」（「『
住
吉
大
社
神

代
記
』
に
つ
い
て
」（
坂
本
太
郎
『
日
本
古
代
史
叢
考
』
一
九
八

三
年
、
吉
川
弘
文
館
。
初
出
は
『
国
史
学
』
第
八
九
号
、
一
九
七

二
年
一
二
月
）

③
田
中
卓
「
天
平
三
年
（
七
三
一
）
七
月
五
日
に
、
原
本
（
四

通
）
が
撰
述
さ
れ
（
中
略
）
延
暦
八
年
（
七
八
九
）（
中
略
）
本

書
〈
甲
本
〉
を
《
書
写
》
し
た
」（「
再
考
・
住
吉
大
社
神
代
記
」

（
田
中
卓
『
田
中
卓
著
作
集
７

住
吉
大
社
神
代
記
の
研
究
』
一

九
八
五
年
、
国
書
刊
行
会
（
一
九
九
二
年
再
版
））

（
ふ
じ
わ
ら
・
た
か
か
ず

本
学
教
授
）

一
八


